


　２度の合併によって、熊谷、大里、妻沼、江南の４市町が２０万都市「熊谷市」

となり、早いもので６年が経過しました。また、合併後の平成２０年３月に第

１次総合振興計画を策定以来、５年が経過しています。

　この第１次総合振興計画では、合併後の市民の融和を図り、新市の均衡ある

発展と一体性を確立するとともに、激しさを増す都市間競争に打ち勝つための

戦略を描き、総合振興計画に沿って市政を運営してまいりました。

　そして、この度、前期計画の計画期間の終了を迎え、平成２５年度から平成

２９年度までの５年間の、後期計画を策定する運びとなりました。

　後期計画の策定にあたっては、将来都市像である『川と川 環境共生都市 熊谷』

の実現に向け、めまぐるしく変貌する社会情勢に対応すべく、必要な見直しを

行うとともに、新たな視点に立った施策も立案いたしました。

　今後とも、市民一人ひとりが豊かな環境の中で誇りと希望を持って生き生き

と生活できる「環境共生都市 熊谷」の実現のために、「信頼」、「誇り」、「笑顔」

の三つの視点を念頭に、全力をあげて取り組んでまいります。

　引き続き、熊谷市の飛躍のために一層のご支援、ご協力をお願いいたします。

熊谷市長　
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市章
　この紋章は、熊谷の名を円形に図案化したもので、上部右が「ク」を、同

左が「マ」を、全体で「谷」を表わしています。

　大正 8 年 (1919 年 ) に、熊谷町の紋章として、一般に懸賞募集し、同 11

年 7 月から使用されたものです。

　昭和 8 年 (1933 年 )4 月 1 日の市制施行後、市の紋章として引き継がれ、

平成 17 年 (2005 年 )10 月 1 日の合併による新「熊谷市」においても引き継がれました。

市のシンボルマーク　

　平成 17 年（2005 年）10 月 1 日に熊谷市、大里町、妻沼町が合併し、新「熊

谷市」が誕生したことを記念して、公募により平成 18 年（2006 年）4 月

22 日に制定されたものです。

　熊谷市（「くま」の 2 文字）が、限りない未来に向かって、大きく飛躍し

ている様子をデザイン化したものです。

　「青色」は、快晴日数日本一の熊谷市の青空と、自然豊かな荒川・利根川

の流れを表し、「オレンジ色」は、熊谷の暑さと、市民の情熱を表しています。

市の花　サクラ
　荒川堤は古くから桜の名所として親しまれ、平成 2

年（1990 年）には「さくら名所 100 選」に選ばれま

した。開花の時期には、市内各所でサクラを楽しめます。

　熊谷さくらマラソンやさくら祭などの行事も行われ、

市民に広く親しまれています。

市の木　ケヤキ　

　ケヤキは大空に伸びる雄大さやたくましさを感じ、一

年を通して、新緑や紅葉など、目を和ませます。

　市役所通りやスポーツ文化公園、妻沼聖天山をはじめ、

公園や学校など、市内各所で見られ、多くの方に親しま

れています。

市の鳥　ヒバリ
　荒川や利根川の河川敷をはじめ、市内の農耕地に数多

く生息しています。

　春の訪れを感じさせる美しいさえずりにより、多くの

市民に親しまれています。

市の魚　ムサシトミヨ
　ムサシトミヨはトゲウオ科の淡水魚で、小鳥のように

巣をつくって子育てをする魚です。熊谷市の元荒川源流

と元荒川上流の一部にのみ生息しています。絶滅の危機

にさらされ、学術的にも貴重な魚です。平成 3 年（1991

年）には清流のシンボルとして「県の魚」にも選ばれて

います。

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷市教育研究会　作詞・作曲

　 　 　 　
1.　豊かな流れがはぐくんだ

　　みどりの大地に風光る

　　心の翼羽ばたかせ　

　　未来に向けて飛び立とう

　   熊谷 熊谷 わたしと伸びるまち

2.　歴史に残る人々の　　　

　　夢見た思いはいまここに

　　うけつぐ心たくましく

　　明日への希望胸に抱き　

　　熊谷 熊谷 わたしを磨くまち 

　

3.　桜にこころはずませて　 

　　祭りの太鼓に勇み立ち　

　　実りの秋に笑顔満ち　　

　　けやきの枝に風わたる　

       熊谷 熊谷  わたしが誇るまち

　

　　　　　

　　　　　

　平成 19 年（2007 年）2 月 13 日

に熊谷市に江南町が合併し、20 万都

市が誕生したことを記念し、シンボ

ルマークにサクラ色・ケヤキ色・ヒ

バリ色を新たに加えました。

熊谷市歌　　　

　わたくしたち熊谷市民は、荒川、利根川を中心とした豊かな自然、歴史と伝
統にはぐくまれた郷土に誇りと責任を持ち、明るく豊かなよりよいまちをつく

るため、ここに市民憲章を定めます。

　　　　　　　すこやかな心と体をつくりましょう

　　　　　　　教養を身につけましょう

　　　　　　　しあわせな家庭をつくりましょう

　　　　　　　きまりを守り親切にしましょう

　　　　　　　豊かできれいなまちをつくりましょう
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